
、

、

、、

行
　
　
館
吹
番

発
　
　
民

日
号
公
清
1

25

　
　
町

月
o
代
沢
代

2
3
松
　
松

年
－
郡
富

44

第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

印刷松代印刷所

鑑
撮
欝
撒
諺
繋
難
難
∞
“
　
∞
∞
∞
灘

…
…
撒
灘
纏
撮
漂
繊
灘
潜
灘
雛
灘
繊
懸
難
…

　
役
場
の
事
務
の
内
で
、
直
接
皆
様
に

関
係
の
あ
る
転
出
、
転
入
、
世
帯
主
の

変
更
、
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
選
挙

等
に
従
来
は
色
々
な
理
由
で
資
格
が
な

か
っ
た
り
、
投
票
が
出
米
な
か
っ
た
り

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
不
利
益
や
矛
盾
を
無
く
ず

る
目
的
で
、
国
で
は
住
民
基
本
台
帳
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
新
住
民
票

の
切
替
が
本
年
三
月
一
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
容
の
主
な
点
は
、
次
の
様
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
ご
留
意
願
い
ま
し
て
届
出

手
続
き
の
場
合
に
届
出
を
し
な
い
で
不

利
益
を
う
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
転
出
、
松
代
町
か
ら
他
の
市
町
村

　
へ
住
所
を
移
す
場
合
に
は
役
場
か
ら

　
転
出
証
明
書
の
交
付
を
う
け
て
十
四

　
日
以
内
に
転
出
先
の
市
町
村
役
場
へ

　
届
出
て
手
続
を
し
ま
す
。

二
、
転
入
、
他
の
市
町
村
か
ら
松
代
町

　
へ
住
所
を
移
し
た
人
は
、
そ
の
市
町

鐵
灘

灘
撒

毒灘

　
　
　
　
　
　
）
三
、

　
　
　
　
嚢
況

、
聾
難
響
獣

　
　
　
　
　
　
訟

　
　
　
　
　
　
譜

　
　
　
　
　
　
圏

　
　
　
　
　
　
批

　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
記
四
、
転
居
、
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で
住
所
を

　
　
　
　
　
　
初

　
　
　
　
　
　
鴫
　
変
更
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
印
　
例
え
ば
家
を
買

　
　
　
　
　
　
真

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
移
住
し
た

　
　
　
　
　
　
写

　
　
　
　
　
　
（
　
と
き
、
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
番
地
に
家
を
建

　
　
　
　
　
　
　
　
築
し
て
移
住
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
き
、
現
在

村
役
場
か
ら
交

付
を
う
け
た
転

出
証
明
書
を
持

参
の
上
、
十
四

日
以
内
に
届
出

て
手
続
を
し
ま

す
。

　
世
帯
主
の
変

更
、
現
在
の
世

帯
主
が
老
令
の

た
め
と
か
、
色

々
な
理
由
で
世

帯
主
を
変
更
し

た
い
場
合
は
、

役
場
へ
届
出
て

手
続
を
し
ま
す

　
住
ん
で
い
る
場
所
か
ら
移
転
し
た
と

　
き
等
は
、
十
四
日
以
内
に
役
場
へ
届

　
出
て
手
続
き
下
さ
い
。

五
、
婚
姻
、
離
婚
、
出
生
、
死
亡
、
転

　
籍
に
よ
る
届
出
。

　
婚
姻
や
離
婚
や
出
生
や
、
死
亡
、
転

　
籍
に
よ
っ
て
自
己
の
身
分
事
項
に
変

　
動
を
生
じ
た
場
合
は
、
基
本
台
帳
の

　
個
人
の
住
民
票
を
正
し
く
更
正
し
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
届
出
て
手

　
続
き
を
し
ま
す
。

　
他
市
町
村
で
婚
姻
、
離
婚
、
出
生
、

　
死
亡
、
転
籍
の
手
続
き
を
さ
れ
た
人

　
で
松
代
町
へ
住
ん
で
い
る
人
は
役
場

　
へ
届
出
手
続
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い

　
様
ご
注
意
下
さ
い
。

六
、
届
出
期
間
、
届
出
は
十
四
日
以
内

　
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
原
則
と
な

　
っ
て
い
ま
す
が
、
届
出
期
間
が
過
ぎ

　
た
か
ら
と
い
っ
て
手
続
き
を
し
な
い

　
と
罰
則
が
あ
り
不
利
益
と
な
り
ま
す

　
の
で
気
が
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
手
続
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

七
、
こ
の
届
出
に
よ
っ
て
整
備
取
得
さ

　
れ
る
主
な
こ
と
◎

　
国
民
年
金
、
選
挙
登
録
、
国
民
健
康

　
保
険
等
が
資
格
取
得
さ
れ
、
一
つ
の

　
届
出
に
よ
っ
て
総
て
の
整
理
を
す
る

　
機
構
に
な
り
、
個
人
の
権
利
を
守
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
、
届
出
の
際
持
参
す
る
も
の

　
国
民
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証

　
転
出
証
明
書
等
必
要
に
応
じ
て
持
参

　
し
て
下
さ
い
。

　
尚
、
す
べ
て
の
届
出
、
手
続
き
に
は

　
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
に

　
な
ら
な
い
様
に
お
願
い
し
ま
す
◎

以
上
の
様
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
留

意
下
さ
い
。
尚
わ
か
ら
な
い
所
は
役
場

の
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（1）



昭
和
43
年
度
中
学
卒
業
生
の

進
学
率
は
六
〇
・
七
六
％

　
　
進
路
希
望
の
調
査
ま
と
ま
る

　
大
き
く
変
動
す
る
世
相
の
中
で
、
幾

多
の
問
題
と
話
題
を
も
っ
て
明
け
暮
れ

す
る
現
実
に
も
め
げ
ず
、
た
く
ま
し
く

育
っ
て
来
た
町
内
五
つ
の
中
学
校
も
目

近
か
に
卒
業
式
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
動
向
は
各
方
面
か
ら

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
程

中
学
生
の
進
路
希
望
を
町
内
各
中
学
校

に
依
頼
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
進
学
率
は
六
〇

・
七
六
％
、
と
な
り
昨
年
の
四
七
・
五

五
％
を
大
き
く
上
廻
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
又
就
職
率
は
三
九
・
二
四
％
、

入
家
率
は
七
％
と
な
り
、
年
々
減
少
す

る
。
入
家
希
望
者
の
実
態
が
こ
N
に
も

表
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
尚
進
路
希
望
は

次
の
通
り
で
す
。

昭
和
妬
年
度
中
学
卒
業
生
進
路
希
望

　
　
　
『

学
校
名
壌

松
代
中
＝
9
一

　
　
　
　
一
三

清
水
中

孟
地
中
・
四
〇

　
　
　
　
七
〇

山
平
中

奴
奈
川
中

　
　
　
　
誓

　
計
　
　
　
　
景
八

望
希
　
　
　
％

者
…

　
　
ロ
リ
　
　
　
ホ

　
八
暑
七
九
●
六
二

　
三
…
茜
・
甚

　
　
　
　
ヰ

　
西
甕
・
8

　
躍
杢
八
六

元
甚
・
豊

　
　
い

天
三
ハ
？
芙

進
学
希
望

総
県
県

数
丙
外

就
職
希
望

　
　
　
入

　
　
　
家

　
　
　
i

〇ニニニニニー一一
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二ニニ＝六七三四

　
こ
れ
を
昭
和
四
十
年
、
四
十
二
年
に

く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
次
の
表
に
示
め

さ
れ
た
通
り
で
す
。

年

度
糠
者
進
学
可
職

昭
四
十
年
四
丙

昭
四
十
二
年
　
景
六

昭
四
十
三
年
　
天
八

入
家

尭
』
ニ
ニ

　
　
　
　
　
茜

藝
二
三
＝
一
九

一
八
二
…

　
　
　
　
　
一
三

　
尚
就
職
希
望
者
は
ほ
と
ん
ど
県
外
で

県
内
希
望
者
の
大
半
が
各
種
学
校
（
職

業
訓
練
所
、
理
・
美
容
学
校
、
看
護
婦

養
成
所
な
ど
）
で
こ
N
に
も
、
流
出
人

口
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
．
．
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；
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q
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・
：
φ
．
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．
・
：
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一
Q
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一
り
吻
の
φ
．
。
り
殉

葉
た
ば
こ
育
苗
施
設
完
成

　
葉
た
ば
こ
の
栽
培
も
三
月
の
声
を
聞

く
と
そ
ろ
く
始
り
ま
す
が
、
毎
年
一

番
間
題
に
な
る
の
は
雪
の
中
の
種
播
き

で
す
。
三
米
の
雪
を
堀
り
割
っ
て
床
を

作
る
の
は
大
変
な
作
業
で
こ
れ
を
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
の
で
、
雪
を

堀
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
建
物
を
と

一
昨
年
田
沢
の
高
橋
さ
ん
の
と
こ
ろ
で

試
験
的
に
造
っ
て
み
ま
し
た
。
軒
下
四

米
の
鉄
骨
の
ハ
ウ
ス
で
屋
根
、
壁
は
全

部
ゼ
ニ
ー
ル
張
り
で
す
。
こ
れ
が
隣
の

く
づ
屋
根
の
雪
崩
で
鉄
骨
が
僅
か
に
曲

っ
た
程
度
で
昨
年
の
大
雪
を
越
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
自
信
を
得
て
今
年
は

鉄
骨
を
更
に
太
く
し
て
、
縦
九
米
一
〇

糎
（
五
間
）
、
横
四
米
三
〇
糎
（
二
間
半
）

工
費
六
十
八
万
七
千
円
で
犬
伏
と
太
平

に
二
棟
建
設
し
こ
の
程
完
成
し
ま
し
た

こ
の
中
に
電
熱
の
育
苗
棚
を
造
り
、
二

棟
で
十
六
町
歩
分
の
苗
を
作
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

た
ば
こ
の
苗
は
四
月
十
日
頃
ま
で
こ
の

中
で
暮
し
ま
す
が
、
折
角
の
建
物
で
あ

り
ま
す
の
で
、
次
に
水
稲
の
室
内
育
苗

葉
た
ば
こ
の
乾
燥
、
秋
の
収
穫
調
整
、

で
き
れ
ば
茸
を
冬
に
、
と
も
考
え
て
居

り
ま
す
。
葉
た
ば
こ
栽
培
の
う
ち
一
番

手
の
か
か
る
も
の
は
乾
燥
で
す
が
、
こ

の
ハ
ゥ
ス
を
利
用
し
て
幹
干
し
に
す
る

と
随
分
手
が
省
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
も
い
ろ
く
と
近
代

化
さ
れ
て
行
き
ま
す
が
、
い
づ
れ
に
し

て
も
経
営
の
合
理
化
は
共
同
の
力
以
外

に
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
に
力
を
合
わ
せ

て
新
し
い
農
業
に
向
っ
て
努
力
い
た
し

ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

｝
懸
鍛
伽
讐
懲
㎜
…

　
　
　
　
　
合
格
率
は
　
四
〇
％

商
工
会
珠
算
検
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
吹
雪
の
中
を
町
内
各
学
校

や
珠
算
塾
の
児
童
、
生
徒
三
百
十
七
名

が
早
朝
よ
り
つ
め
か
け
、
日
頃
の
努
力

と
練
習
を
こ
の
目
に
と
、
意
気
込
ん
で

い
る
様
子
に
関
係
者
一
同
も
眞
剣
な
表

情
で
検
定
場
へ
臨
ん
で
い
き
ま
し
た
。

翌
十
七
日
、
商
工
会
よ
り
の
発
表
に
よ

り
ま
す
と
、
合
格
者
百
二
十
七
名
、
合

格
率
四
〇
％
と
な
り
、
久
振
り
の
一
級

合
格
者
を
出
し
、
二
級
も
五
名
、
三
級

二
十
名
と
、
上
位
級
の
合
格
者
の
多
い

こ
と
が
わ
か
り
、
技
術
の
益
々
レ
ベ
ル

向
上
の
表
ら
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
、
一

同
喜
び
合
っ
て
い
ま
す
。
尚
各
級
の
合

格
者
は
次
の
通
り
で
す
。

一
級
市
川
文
子
（
松
代
高
）

二
級
　
関
谷
敏
子
（
松
代
中
）
関
谷
綾
子

三
級

八六四
級級級

（2）

（
松
代
高
）
関
谷
早
苗
（
〃
）
高
橋
栄

（
κ
）
中
村
信
子
（
山
平
中
）

　
若
井
義
子
　
池
田
照
代
　
斉
藤

洋
子
　
池
田
義
郎
　
佐
藤
ゆ
み
子

村
山
三
恵
子
　
若
月
久
生
　
武
田

冨
士
子
　
斉
木
茂
子
　
富
沢
博
子

佐
藤
文
子
　
中
村
し
ず
え
　
秋
山

由
起
子
　
小
堺
芳
文
　
滝
沢
正
春

佐
藤
達
次
郎
　
柳
広
子
　
富
沢
利

栄
子
　
山
岸
政
昭
　
高
橋
八
重

　
十
九
名
　
五
級
二
十
一
名

　
二
十
五
名
　
七
級
　
二
十
三
名

　
十
三
名

　
　
選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
を
…

　
選
挙
人
名
簿
登
録
の
申
出
に
つ
い
て

は
、
選
挙
資
格
を
有
し
た
日
か
ら
随
時

申
出
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
三
月
に
も
名
簿
の
登
録
を
行
い

ま
す
の
で
、
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
三
月
一
日
ま
で
に
登
録
の
申
出

を
し
て
下
さ
い
。

一
、
選
挙
人
名
簿
登
録
の
期
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
日

二
、
今
回
（
三
月
二
十
日
）
登
録
さ
れ

　
　
る
方
。

　
　
　
　
三
月
一
日
ま
で
に
登
録
申
出

　
　
　
　
の
あ
っ
た
者
。

三
、
今
回
登
録
の
申
出
を
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
者
。

　
ω
　
年
令
満
二
十
年
に
達
し
た
者
。

　
　
　
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
日
か

　
　
　
ら
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
日
ま

　
　
　
で
に
生
れ
た
者
。

　
＠
　
年
令
満
二
十
年
以
上
で
三
ケ
月

　
　
　
以
上
松
代
町
に
住
所
を
有
す
る

　
　
　
に
至
っ
た
者
。

　
　
◎
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
一
日
ま

　
　
　
で
に
松
代
町
へ
住
居
を
移
し
、

　
　
　
引
き
続
き
、
松
代
町
へ
住
ん
で

　
　
　
お
る
者
。

　
の
　
そ
の
他
十
二
月
二
十
日
の
登
録

　
　
　
日
に
選
挙
資
格
が
あ
り
な
が
ら

　
　
　
永
久
選
挙
人
名
簿
登
録
も
れ
の

　
　
　
あ
っ
た
者
。

　
本
年
は
、
松
代
町
長
選
挙
等
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
れ
お
ち
の
な

い
よ
う
登
録
の
申
出
を
し
て
下
さ
い
。

登
録
の
申
出
を
し
な
い
と
、
今
後
の
選

挙
に
お
い
て
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
登
録
の
申
出
を
し
て
下
さ
い
。

　
選
挙
人
名
簿
に
自
分
の
名
前
が
載
っ

、
て
い
る
か
ど
う
か
知
り
た
い
お
方
は
、

い
つ
で
も
、
役
場
の
総
務
課
選
挙
係
へ

直
接
又
は
電
話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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冬
の
大
切
な
体

育
活
動
と
し
て
、

体
力
作
り
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ヨ
ソ
を

兼
ね
二
月
上
旬
は

町
内
各
地
で
ス
キ

ー
大
会
が
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
ず
二
月
二
日

・
会
猷
嫁
携
輔

・
大
例
年
行
な
わ
れ
て

一
　
い
た
、
ス
キ
ー
連

キ
灘
雛
惣
欝

ス
に
示
・
中
学
・

一
般
参
加
者
に
よ

る
大
廻
転
、
距
離

リ
レ
ー
等
の
競
技

が
行
な
わ
れ
楽
し

い
一
日
を
、
見
物

者
も
加
え
る
と
約

四
百
名
の
人
達
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
打
っ
て
変
っ
た
小
雪
の
コ
ン

デ
ー
シ
ヨ
ン
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
に
懸
命
な
出
場
者
に
、
多
数
の
応
援

者
は
、
お
し
み
な
い
声
援
を
お
く
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
大
字
松
代

の
婦
人
会
も
参
加
し
、
バ
ン
食
い
競
争

風
船
割
り
競
技
に
、
思
わ
ず
笑
い
出
す

人
達
も
あ
り
～
出
稼
ぎ
留
守
家
庭
の
健

在
さ
の
一
面
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

一
般
者
の
リ
レ
ー
も
参
加
十
ニ
チ
ー
ム

と
最
高
の
メ
ン
バ
ー
で
、
荒
れ
た
コ
ー

ス
に
、
口
を
あ
け
た
田
圃
に
落
ち
る
人

轍

な
ど
も
出
ま
し
た
が
、
元
気
一
ば
い
の

熱
戦
に
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
さ
せ
ま

し
た
。

　
又
好
例
の
大
谷
地
ス
キ
：
場
で
は
二

月
八
日
、
小
雪
ま
じ
り
の
天
候
の
中
で

町
内
全
学
校
を
主
体
に
町
教
育
振
興
会

主
催
の
ス
キ
ー
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
朝
十
時
よ
り
小
学
校
大
廻

転
、
小
学
校
女
子
の
距
離
を
皮
切
り
に

町
内
各
学
校
か
ら
集
っ
た
選
手
は
、
日

頃
の
練
習
の
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
す

べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
フ
ア
イ
ト

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。
種
目
は
、
小

学
校
大
廻
転
、
廻
転
、
距
離
（
小
学
女

子
は
距
離
の
み
）
、
中
学
男
女
の
大
廻

転
、
廻
転
、
距
離
な
ど
が
午
前
中
行
な

わ
れ
、
一
般
者
も
青
年
部
、
壮
年
部
に

分
れ
て
の
大
廻
転
競
技
に
、
ス
キ
ー
捌

き
も
あ
ざ
や
か
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
呼
び
物
の
リ
レ
ー
が
行

な
わ
れ
、
小
学
校
男
女
、
中
学
校
男
女

一
般
者
な
ど
、
三
時
半
ま
で
熱
戦
が
繰

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
尚
町
内
各
学
校
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
区
を
対
象
に
ス
キ
ー
大
会
を
も
ち
、

冬
期
間
の
沈
滞
ぎ
み
の
心
を
癒
す
べ
く

計
画
を
た
て
、
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
事
と
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
各
会
場
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

⑱
稲
荷
ガ
ケ
大
会

◎
大
廻
転
（
一
位
の
み
）

　
小
五
斉
木
英
吉
（
松
代
小
）
小
六
五

　
十
嵐
勲
（
松
代
小
）
　
中
一
関
谷
英
郎

婆一
　講季

嚢．

帽

　州灘

　
（
松
代
中
）
　
中
二
鈴
木
昌
芳
（
松
代

　
中
）
　
中
三
高
橋
正
明
（
松
代
中
）

◎
廻
転
（
一
位
の
み
）

　
一
般
青
年
石
口
達
吉
　
壮
年
本
柳
彰

　
造

◎
距
離
（
一
位
の
み
）

　
（
男
）
小
五
市
川
甲
二
（
小
屋
丸
）
　
小

　
六
市
川
稔
（
小
屋
丸
）
女
小
五
高
野

　
則
子
（
松
代
）
　
女
小
六
石
口
恵
子
（

　
松
代
）
中
一
鈴
木
司
（
松
代
）
　
中
二

　
五
十
嵐
守
（
松
代
）

◎
リ
レ
ー
（
一
位
の
み
）

　
小
（
男
）
松
代
小
A
　
中
（
男
）
松
代
中

　
A
　
一
般
役
場
A

⑱
大
谷
地
大
会

◎
大
廻
転
（
一
位
の
み
）

　
小
五
池
田
二
二
（
北
山
小
）
小
六
五

　
十
嵐
勲
（
松
代
小
）
　
男
中
一
鈴
木

　
（
松
代
中
）
　
中
二
中
沢
昇
平
（
奴
奈

　
川
中
）
　
中
三
高
橋
正
明
（
松
代
中
）

　
中
ス
女
）
中
村
妙
子
（
清
水
中
）
中

　
二
（
女
）
佐
藤
初
枝
（
奴
奈
川
中
）
　
中

　
三
（
女
）
相
沢
玉
枝
（
松
代
中
）

◎
廻
転
（
一
位
の
み
）

　
中
一
室
岡
文
男
（
山
平
中
）
　
中
二
中

　
村
信
博
（
清
水
中
）
　
中
三
富
沢
光
雄

　
（
松
代
中
）
　
一
般
青
年
相
沢
哲
夫

　
壮
年
矢
代
午
三

◎
距
離
（
一
位
の
み
）

　
（
男
）
小
五
市
川
甲
二
（
小
屋
丸
）
小

　
六
市
川
稔
（
小
屋
丸
）
　
（
女
）
小
五
井

　
上
政
子
（
寺
田
）
　
山
岸
咲
子
（
蒲
生
）

　
関
谷
千
枝
子
（
松
代
）
　
池
田
ヨ
シ
子

　
（
北
山
）
　
（
女
）
小
六
米
持
ケ
イ
子
（

　
室
野
）
　
若
山
弘
子
（
蒲
生
）
　
池
田

　
照
代
（
北
山
）
　
斉
藤
洋
子
（
北
山
）

　
万
羽
ひ
ろ
み
（
清
水
）
（
男
）
中
一
武

　
田
定
治
（
松
代
中
）
　
中
二
中
沢
一
栄

　
（
奴
奈
川
中
）
　
中
三
小
堺
洋
一
（
山

　
平
中
）
　
（
女
）
中
一
小
堺
恵
子
（
山

　
平
）
　
中
沢
紀
子
（
山
平
）
　
中
二
小

　
堺
美
代
子
（
山
平
）
　
中
沢
日
出
子

　
（
山
平
）
　
中
三
高
橋
八
重
（
山
平
）

◎
リ
レ
ー
（
一
位
の
み
）

　
男
（
小
）
小
屋
丸
　
女
（
小
）
室
野

　
男
（
中
）
山
平
A
　
女
（
中
）
山
平
A

　
一
般
町
商
工
会

写
真
上
は
お
母
さ
ん
の
パ
ソ
食
い
競
争

　
　
下
は
熱
戦
を
続
け
る
一
般
者
リ
レ
ー

　
　
　
　
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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〃
“
住
民
こ
ぞ
っ
て

　
　
　
　
自
宅
防
火
思
想
を
〃
“

　
今
年
の
正
月
は
例
年
に
な
い
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
二
月
を
思
い
や
ら
れ
ま
し

た
が
其
の
後
雪
も
降
り
や
み
雨
降
り
と

い
う
暖
冬
異
変
で
二
月
十
日
現
在
で
積

雪
一
米
七
十
五
糎
で
す
が
、
ま
だ
く

油
断
を
ゆ
る
し
ま
せ
ん
。

二
月
の
月
は
名
実
と
と
も
に
、
雪
王
国

と
な
り
か
ね
な
い
の
で
各
家
庭
と
も
十

分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

尚
雪
の
松
代
町
に
お
い
て

は
、
火
災
事
故
防
止
が
一

番
だ
と
思
い
ま
す
の
で
次

の
事
に
つ
い
て
十
分
ご
留

意
下
さ
い
。

口
火
災
事
故
防
止

　
火
災
事
故
は
年
々
増
加

し
て
来
て
お
り
松
代
町
で

も
去
る
三
十
日
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
要
因
は
種
々

考
え
ら
れ
ま
す
が
大
別
す

る
と
、
①
各
種
暖
房
器
具

文
化
器
具
の
増
加
②
家
庭
防
火
施
設
の

お
く
れ
な
ど
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
も
ま
し
て
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
防
火
思
想

の
欠
如
で
す
。
そ
れ
は
事
故
原
因
の
分

折
結
果
で
も
明
白
で
無
理
な
取
扱
い
な

ど
各
自
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
特
に

多
い
よ
う
で
す
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
容
易
に
守
る
こ

と
の
で
き
る
基
本
的
な
事
が
ら
を
町
民

一
人
／
＼
が
再
認
識
し
家
庭
文
化
器
具

の
取
扱
い
方
を
厳
守
し
あ
う
な
ら
必
ず

や
火
災
事
故
は
防
止
で
き
る
も
の
と
確
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因

　
　
　
竹
所
部
落
公
民
館
の
巻

　
峠
部
落
と
向
い
合
う
こ
の
部
落
の
公

民
館
は
、
明
治
の
中
頃
に
木
造
萱
ぶ
き

の
庵
堂
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

従
来
部
落
の
集
会
な
ど
に
利
用
し
て
来

た
が
、
実
際
の
学
習
活
動
と
な
る
と
不

便
を
感
じ
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
言

う
声
が
早
く
か
ら
起
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
部
落
会
議
の
結
果
、
昭
和
三
十
七
年

八
月
に
現
在
の
ト
タ
ン
屋
根
に
増
改
築

し
、
階
下
二
十
一
坪
半
、
二
階
七
坪
の

木
造
二
階
建
と
し
た
。
階
下
は
集
会
所

と
し
て
部
落
民
の
利
用
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
収
容
人
員
は
約
六
十
名
位
で

日
頃
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
学
習

の
場
と
し
て
も
勿
論
大
切
丈
施
設
二
さ

信
し
ま
す
。

『
で
は
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
よ

　
い
か
』

◎
石
油
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
ト

ー
ブ
、
バ
ー
ナ
ー
、
の
器
具
の
取
扱
い

を
家
族
み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
お
き
、

説
明
書
に
従
っ
て
正
し
い
使
い
方
を
す

る
。
燃
料
タ
ン
ク
に
注
ぐ
と
き
は
必
ず

火
を
消
し
て
か
ら
行
な
い
、
廻
り
に
こ

ぼ
れ
た
油
は
す
ぐ
よ
く
拭
き
と
る
。

ま
わ
り
は
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き

燃
え
易
い
物
を
お
か
な
い
。
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
場
合
使
用
後
は
必
ず
「
元
栓
」
を

し
っ
か
り
と
締
め
て
お
く
。
ホ
ー
ス
は

熱
の
上
る
と
こ
ろ
や
、
燃
え
易
い
も
の

か
ら
離
し
て
お
く
よ
う
に
す
る
。

◎
電
機
器
具
、
電
機
器
具
は
使
用
後
必

ず
「
ス
イ
ッ
チ
」
を
切
っ
て
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
外
し
て
お
く
。
一
つ
の
ソ
ケ
ツ

ト
に
い
く
つ
も
電
機
器
具
を
同
時
に
つ

な
が
な
い
。
ヒ
ユ
ー
ズ
は
必
ず
正
規
の

も
の
を
使
う
。
器
具
の
故
障
は
專
門
家

に
相
談
し
て
修
理
し
て
か
ら
使
う
。

◎
火
の
元
は
寝
る
前
や
外
出
す
る
と
き

は
必
ず
火
の
始
末
を
し
て
か
ら
「
も
う

一
度
」
確
か
め
る
。
火
を
使
っ
て
い
る

所
の
ま
わ
り
は
常
に
清
潔
に
し
て
お
く

以
上
家
庭
内
の
器
具
の
取
扱
方
な
ど
、

家
中
み
ん
な
で
話
し
合
．
い
、
身
を
守
り

家
を
守
り
被
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
し
よ
う
。

団
犬
の
放
し
飼
い
防
止

　
夏
場
に
見
ら
れ
な
い
犬
の
放
飼
い
が

最
近
め
だ
っ
て
多
く
な
っ
て
来
ま
し
た

通
行
者
に
対
し
て
た
い
へ
ん
迷
惑
を
か

け
て
お
り
ま
す
。
野
犬
で
は
な
く
立
派

な
許
可
書
（
鑑
札
）
を
も
っ
た
犬
で
す
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れ
て
い
る
。
た
だ
内
部
改
造
を
行
な
わ

な
い
と
、
ま
だ
集
り
や
す
い
場
所
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
面
も
あ
る
が
、
子

ど
も
会
な
ど
の
利
用
に
も
と
、
ピ
ン
ポ

ン
台
な
ど
も
備
え
、
巾
広
い
憩
の
場
と

し
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
階
上
は
現

在
物
置
き
の
様
に
な
っ
て
い
る
が
、
整

備
す
れ
ば
学
習
の
場
と
し
て
利
用
で
き

今
後
の
計
画
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る

　
過
疎
問
題
は
御
他
聞
に
も
れ
ず
、
こ

の
部
落
で
も
真
刻
な
間
題
で
あ
り
、
こ

と
に
後
継
者
と
い
わ
れ
る
青
年
層
の
減

少
は
大
き
な
焦
点
で
も
あ
り
、
こ
の
対

策
に
部
落
全
員
が
心
を
埣
い
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
中
で
部
落
公
民

館
は
婦
人
学
級
を
中
心
に
積
極
的
な
村

作
り
に
乗
り
出
し
た
の
は
七
、
八
年
前

で
あ
り
、
先
ず
生
活
改
善
問
題
を
取
上

げ
台
所
の
合
理
化
と
家
屋
の
改
良
、
食

生
活
の
改
善
な
ど
か
ら
全
村
的
な
運
動

　
の
で
こ
れ
を
放
飼
に
し
て
お
く
と
刑
法

　
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

　
下
さ
い
。
又
、
大
島
保
健
所
で
は
許
可

、
書
（
鑑
札
）
を
も
っ
た
犬
で
も
野
犬
同

　
様
に
捕
縛
さ
れ
ま
す
の
で
捕
ら
れ
て
た

　
後
で
悔
い
る
よ
り
家
の
附
近
で
鎖
り
な

　
ど
で
つ
な
ぐ
様
に
。

　
◎
只
今
放
飼
の
犬
を
厳
重
に
取
締
中
で

　
　
す
。

　
囹
雪
に
よ
る
事
故
の
防
止

　
◎
自
動
車
が
わ
き
を
通
る
と
き
は
足
が

　
　
す
べ
っ
た
り
、
雪
が
く
づ
れ
た
り
し

　
　
て
危
険
で
す
か
ら
完
全
に
退
避
し
て

　
　
下
さ
い
。

　
◎
歩
行
者
は
常
に
前
後
の
車
の
音
に
注

　
　
意
す
る
様
。

　
◎
運
転
者
は
無
理
な
運
転
を
し
な
い
こ

　
　
と
。
歩
行
者
の
い
る
場
合
は
最
徐
行

　
　
又
は
一
旦
停
止
を
す
る
。

　
※
非
常
災
害
及
び
急
病
人
輸
送
の
場
合

　
　
を
考
え
て
道
路
は
常
に
広
く
山
坂
の

　
　
な
い
よ
う
に
平
ら
に
作
っ
て
下
さ
い

　
ヨ
ミ
の
コ
コ
え
ノ
ニ
ニ
ン
コ
し
ロ
　
ず
ロ
ユ
ぽ
ノ
コ
ヨ
も
ロ
ご
コ
こ
ノ
ロ
ニ
　
ゆ

　
　
　
”
灯
“
原
稿
　
募
集

　
ヨ
ご
ロ
ロ
　
ロ
じ
り
も
ロ
　
コ
コ
ロ
ワ
ヤ
ロ
ロ
　
ロ
じ
サ
い
ド
ロ
コ
ロ
ノ
ち
じ
ロ
ロ
コ
ヂ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ゆ
し
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ひ
も

　
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
で
は
こ
の
紙
面
を

　
皆
様
と
の
心
の
結
び
つ
き
に
い
た
し
た

　
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
紹
介
し
た

　
い
事
、
隠
れ
た
善
意
を
お
寄
せ
下
さ
い

　
一
、
心
温
ま
る
お
話
。
二
、
紹
介
し
た

　
い
出
来
事
。
三
、
建
設
的
な
お
考
え
。

　
な
ど
、
と
か
く
殺
風
景
な
話
の
多
い
世

　
の
中
で
、
町
内
に
心
温
ま
る
お
話
を
聞

　
く
こ
と
は
大
切
な
事
に
な
っ
て
来
ま
し

　
た
。
皆
様
の
周
囲
で
、
こ
ん
な
人
が
、

　
こ
ん
な
事
を
…
…
と
お
書
き
下
さ
っ
て

　
松
代
町
公
民
館
「
広
報
」
係
宛
に
お
送

　
り
下
さ
い
。
多
く
の
人
達
か
ら
尊
い
灯

　
を
と
ぼ
し
て
い
た
だ
け
る
様
、
ご
協
力

　
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
書
5
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

　
－
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ー

を
展
開
し
た
。

　
更
に
保
健
上
の
見
地
か
ら
部
落
の
一

斉
駆
虫
を
行
な
い
、
血
液
型
の
検
査
、

血
圧
測
定
な
ど
も
定
期
的
に
行
な
う
様

配
慮
し
、
学
校
（
峠
小
学
校
）
と
も
連

絡
を
と
り
つ
N
万
全
を
期
す
様
に
努
力

し
て
い
る
。
又
児
童
生
徒
の
家
庭
教
育

に
も
取
組
み
、
そ
の
成
果
は
早
急
に
得

ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
必
ず
実
る
こ
と

を
確
信
し
つ
N
現
在
も
こ
れ
を
続
け
て

い
る
。
減
少
し
た
青
年
層
も
少
数
で
は

あ
る
が
定
着
の
兆
し
を
み
せ
部
落
一
同

喜
ん
で
い
る
が
、
そ
の
活
動
ぶ
り
は
仲

間
づ
く
り
の
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
全
体
的
に
み
て
、
部
落
公
民
館
活
動

と
し
て
は
、
ま
だ
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
い
う
感
が
あ
る
が
、
過
去
の
実
積
か

ら
、
今
後
の
企
画
運
営
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
大
で
あ
る
。


